
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月は行く、２月は逃げる、３月は去る…という慣用句があります。お正月から３月にかけ

ては、行事が多く、あっという間に過ぎてしまうことを意味しています。まさにその通りで、１月

はあっという間に過ぎてしまいました。就学・転学に関する相談会、高等部入学選考と続き、

着々と令和７年に向けての準備が始まっています。また、この二日間を今年度から全校臨時

休業日とさせていただきました。皆様にご協力いただき、無事に終了することができ感謝し

ております。ありがとうございました。 

１月は、中央図書館において、市内の特別支援学級・学校児童生徒合同作品展が開催

されました。毎年他校の先生方から、「富士特の作品は勉強になる。」「個性あふれる素敵

な作品で素晴らしい。」というお声を多くいただきます。今年も本校の子どもたちらしさが表

現された素敵な作品が展示されました。まさに、一人一人が芸術家という作品です。私も子

どもたちの作品に心癒されている大人の一人です。 

 

 

 

埼玉県では、24時間 365日の相談受付やオンライン相談、web相談受付など、いつでも相談

が受けられる体制をつくっています。 

   

【 めざす学校像 】 

児童生徒一人一人の自立を育てる 

笑顔あふれる学校 

富士見市立富士見特別支援学校  

令和７年２月３日（月）第１２号 
富士特だより 

＊ 逃げる ２月 ＊  

～ 来年度に向けて準備着々と… ～ 
 

ある日の下校時の出来事でした。本校のバス４台が学校を出発します。先生方や、子どもた
ちがみんなで手を振ってバスを送り出します。ちょうどその時、入り口で手を振っている私の前
の道の向こうから、バスに向かって手を振っている数名の高校生の姿がありました。富士見高
校の生徒さんです。いっぱいの笑顔で、大きく手を振って見送ってくれる姿に、感動でした。交
流でつながった成果かしら…。とても嬉しい場面に出会えて、心ほっこり。今でも忘れません。 

 
 
 
 
 
 



 1月２１日（火）に高等部職業 BCグループと職

業 Dグループは、進路学習として事業所訪問を行い

ました。訪問先の事業所について知ることや卒後の

生活をイメージすることをねらいとして取り組んで

います。 

 生徒の学習の為に、実際に見学や体験をする機会

をいただきました、関係事業所の皆様に感謝です。 

職業 B・Cグループ：のびる作業所、すてっぷ 

 

 

 

 

職業 Dグループ：三菱マテリアル、日清医療食品 

 

 

 

 

1 月２２日(水)に中学部・高等部を対象に４名

の歯科衛生士さんによる歯科保健指導事業が行

われました。「噛むことの大切さを知ろう」という

テーマのもと、前半はガムを噛むと唾液がたくさ

ん出て顔周りの筋肉が動くことをみんなで確認

しました。後半は歯みがきについて学び、１人ず

つ手鏡を見ながら前歯や奥歯のみがき方を習い、

歯茎の状態なども衛生士さんに見てもらいまし

た。今回学んだことを給食後の歯みがきなどにい

かしていきたいです。 

 

給食感謝週間 

 

 

ら 

１月２７日（月）～３１（金）は給食感謝週間で

した。学校給食についてあらためて考えたり、給食

を作ってくれている調理員さんたちに感謝したりす

る機会としています。各学部、給食クイズに取り組

み、給食はだれが、どこで、どんな器具を使って作

っているのか学びました。ランチルーム横には大好

きな給食について書かれた子どもたちからのメッセ

ージを掲示しました。 

小学校特別支援学級交流会（3-6年）

年） 

 

(小３・４) 
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歯科保健事業（中・高） 
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進路学習会（高） 

 

 

ら 

 １月２８日（火）に小学部３年～６年生で市内の小学

校特別支援学級・学校交流会に参加をしました。初め

ての参加に向けて事前に学校でも「学校紹介」「名刺

交換」「デカパンリレー」「猛獣狩り」「お誕生日月の

歌」の練習をしていきました。当日には富士見市民総

合体育館にバスで向かい、大きな体育館に驚きながら

も子どもたち全員活動に参加することができました。自

分から進んで他校の子に声をかける子や「よろしく」と

かけられた声に握手で答えるなど各々交流をすること

ができました。帰りのバスからもすれ違う他校の子に

「ばいばい」と手を振り交流会の時間を楽しむことが

できました。 

  


